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茶碗一杯に込められた思いと幸せ　
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｢米作りってこんなに大変なんだな。｣
今年の夏、僕の家族は祖父母の田を借りて米作りを始めた。いつもだったら米を食べる側だったのに、真反対の、米を作る側になって初めて米作りの大変さを知った。
　米作りをするきっかけになったのは去年の夏の出来事。米を作っている祖父が農作業中に熱中症で倒れてしまったのだ。祖父が田からなかなか戻ってこないことを心配した祖母は祖父のいるはずの田へ向かった。倒れている祖父を見て、祖母はすぐに救急車を呼んだ。幸い、祖父は一年間の治療を経て、ずい分良くなったが、農作業を再びできるまでは回復できていない。そういうことで、このことがきっかけとなり、今年の夏、米を自分たちでつくることにしたのだ。
　米作りを始めたもう一つのきっかけは、日本の米不足だ。ニュースなどのテレビ番組でも度々米不足について放送されているため知っている人も多いだろう。米の生産者が毎年減り続けている現状に加えて、去年の猛暑により日本で米が減ってしまった。そこで、自分たちの家族で安心して食べることのできる米を作るため米作りを始めたのだ。
　米を一から作るのは思った以上に大変だった。まずは苗作りから始まり、しろかき、田植えと続き、稲刈りで終わる。ほとんど四つの作業だがこの四つの作業の間に除草剤をまく作業などがあり、時間としては約一年かかる。一つの作業をするだけでたくさんの労力が必要となるが、その反面その作業が大変であればあるほど、終えた後の達成感は大きかった。今年の夏は田植えで終わりだが、秋になるとついに米は収穫になる。
　自分自身が米作りをして分かったことがあった。米には米を作り終えるまでの人の思いが詰まっているということだ。米作りの作業をしていて稲が大きくなってくると僕は自然と嬉しい気持ちになった。特に風に揺れる稲を見た時は本当に爽快な気分だ。そして稲が大きくなるたびに収穫した米を想像して「おいしく食べてほしい。おいしく食べたい。」と思った。食べているだけでは分からなかった思いを、稲を作ることで理解することができた。
　これまで僕は茶碗の中に米が残っていても、「これくらい残してもいいかな。」と思っていた。だが今になって米に詰まっている人の思いを実感してからは、茶碗に残っている米粒一つもしっかりと残さず食べるようになった。自分の茶碗に残っている米を残さず食べるだけでも、きっと米を作る人にとっては支えになっていると米作りをしていて思うようになった。米の生産者がいないと食べることのできない思いと、幸せの詰まった茶碗一杯をこれからも大切にしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

